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成人おめでとう！！
  4 0名の新成人が大人への第一歩を踏み出しました
　　１月９日、成人式の会場では、旧友との再会に喜びの笑顔が
　あふれていました。（関連記事P７）
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申告受付期間　２月16日（水）～３月15日（火）

 2月16日（水）
　　17日（木）
　　18日（金）
　　21日（月）
　　22日（火）
　　23日（水）
　　24日（木）
　　25日（金）
　　28日（月）
 ３月１日（火）
　 　２日（水）
　 　３日（木）
　 　４日（金）
　 　７日（月）
　 　８日（火）
　　 ９日（水）
　　10日（木）
　　11日（金）
　　14日（月）
　　15日（火）

午前９時30分～午後４時
午前９時30分～午後０時30分
午前９時30分～午後０時30分
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～午後０時30分
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～午後３時
午前９時30分～午後０時30分

午前９時30分～午後４時

役場２階会議室
身形神社社務所
萩平公会堂
コミュニティセンター「やまなみ」
高齢者生きがいセンター
高齢者生きがいセンター
役場２階会議室
役場２階会議室
ふれあいセンター槻川
ふれあいセンター槻川
大内沢分校
大内沢分校
皆谷集落センター
八重蔵集会所
白石農村センター

役場２階会議室

下記の会場で都合の悪い方
帯沢
萩平
川下・川上
宿・在家二
在家一
向堀
奥沢
坂本下・坂本中
新井・柴・栗和田
居用・堂平・白石
上ノ貝戸・井戸・大宝
皆谷下
皆谷上
白石

◯上記会場で申告ができな
　かった方
◯譲渡所得、医療費控除、
　住宅借入金等特別控除を
　受けられる方

◆国税庁ホームページアドレスは、ht tp : / /www.n ta . go . j p/です。ご利用ください。

◆ 譲渡所得・住宅借入金（取得）等特別控除のある方は、売買契約書等のコピーが必要になりますので

　 必要書類を事前に用意し、ご持参ください。必ず、税務署または役場会場で申告してください。

◆ 社会保険料（国民年金）控除を受ける場合は、「控除証明書」または「領収証書」が必要です。

◆ 申告をしていないと所得課税証明書等の発行、また国保税の軽減、国民年金保険料の免除申請などができな

　 くなる場合もありますので、所得がない場合でも申告をしてください。

◆ 税務署から確定申告書が送られてきた方は、所得の有無にかかわらず必ずその申告書で確定申告をしてく

 　ださい。なお、「確定申告書の送付不要」とされた方は、必ず申告書を作成し提出してください。

申告相談の日程と会場

　

所
得
税
は
、
皆
さ
ん
自
身
が
税
法

に
従
っ
て
自
分
の
所
得
と
税
額
を
正

し
く
計
算
し
、
期
限
内
に
申
告
、
納

税
す
る
と
い
う
「
申
告
納
税
制
度
」

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
方
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ

た
申
告
を
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の

税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
不
足

税
額
の
15
％
ま
た
は
10
％
の
加
算
税

が
課
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
さ
ら
に
、

延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

　所得税の確定申告と村民税申告の受付が２月１６日から始まります。村では例年のとおり、下記の日程によ
り村内各会場で申告相談を受付けますので、最寄りの会場で申告をしてください。特に、各会場での相談期間
中は税務課職員が申告相談に出掛けるため役場が手薄となり、関係資料も各会場へ持ち出してしまいますので、
この期間中、役場での申告をさけていただきますようお願いいたします。
　なお、次の方は２月１６日および３月９日から１５日の間に、役場で申告してくださるようお願いします。
　　　・ 受付対象地区での申告ができない方　　　　・ 不動産等の譲渡所得のある方
　　　・ 住宅借入金等特別控除等のある方　　　　　・ 医療費控除のある方

　

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
東
秩

父
村
に
住
所
の
あ
る
方
で
、
平
成
４

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方（
19

才
以
上
）
は
所
得
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
収
入
が
給
与
所
得
だ
け

で
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
方
、
税
務
署
に
所

得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方
は
原
則

と
し
て
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
村
で
は
、
事
前
に
各
家
庭

に
申
告
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

所
得
が
な
い
方
も
各
種
証
明
書
の
資

料
と
な
る
た
め
、
ご
提
出
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告



夫
婦
と
税

国税庁ホームページの「確定申告書作成コーナー」を利用すると、申告データを作成できます。

源
泉
徴
収
さ
れ
た
年
ま
た
は
予
定
納

税
額
を
納
付
し
た
翌
年
の
１
月
４
日

以
降
な
ら
い
つ
で
も
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

《
白
色
申
告
の
方
は
、

収
支
内
訳
書
の
添
付
を
》

　

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
山
林

所
得
の
あ
る
方
で
、
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
方
は
、
そ
の
年
の
総
収
入

金
額
や
必
要
経
費
の
内
容
を
記
載
し

た
収
支
内
訳
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

《
パ
ー
ト
や
内
職
な
ど
の
税
》

!
パ
ー
ト
収
入

　

パ
ー
ト
収
入
は
通
常
給
与
所
得
に

な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
パ
ー
ト

の
年
収
が
１
０
３
万
円
以
下
で
す
と

所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
配
偶

者
控
除
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

内
職
な
ど
の
収
入

　

内
職
な
ど
の
収
入
は
、
収
入
か
ら

必
要
経
費
を
差
し
引
い
た
残
り
が
事

業
所
得
ま
た
は
雑
所
得
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
方
は
、
必
要
経
費
と
し
て
65
万

円
（
収
入
金
額
が
限
度
）
を
差
し
引

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
家
内
労
働
者
、
外
交
員
、
集
金
人
、

電
力
量
計
の
検
針
人
な
ど
、
特
定
の

人
に
対
し
て
継
続
し
て
労
務
の
提
供

を
す
る
方

◆
事
業
所
得
お
よ
び
雑
所
得
の
必
要

経
費
と
給
与
所
得
の
収
入
金
額
の
合

計
が
65
万
円
に
満
た
な
い
方

　

し
た
が
っ
て
、
収
入
が
内
職
だ
け

の
場
合
に
は
パ
ー
ト
収
入
と
同
様
に
、

年
収
が
１
０
３
万
円
以
下
で
す
と
所

得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
配
偶
者

控
除
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

《
配
偶
者
特
別
控
除
》

　

配
偶
者
特
別
控
除
は
、
配
偶
者
の

合
計
所
得
金
額
が
38
万
円
を
超
え
76

万
円
未
満
（
収
入
が
パ
ー
ト
収
入
の

み
で
あ
れ
ば
、
収
入
金
額
が
１
０
３

万
円
を
超
え
１
４
１
万
円
未
満
）
で

あ
る
場
合
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

　

控
除
額
は
、
所
得
に
よ
っ
て
調
整

さ
れ
ま
す
が
、
最
高
額
は
38
万
円
で

す
。

　

た
だ
し
、
納
税
者
本
人
の
合
計
所

得
金
額
が
１
０
０
０
万
円
（
給
与
収

入
で
約
１
２
３
１
万
円
）
を
超
え
る

年
に
は
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●申告しないと保険税が軽減されません
　国民健康保険税の軽減のためには、世帯主と加入
者（被保険者）全員について所得の申告が必要とな
ります。 
　前年の世帯の所得合計額が一定基準以下のときは、
均等割・平等割保険税が軽減（６割または４割）さ
れます。
　世帯の所得により判定しますので、住民税がかか
らない世帯であっても未申告の場合、保険税が確定
できないだけでなく軽減の判定もできませんので、
必ず申告書を提出してください。
保健衛生課・国民健康保険担当 電話８２－１７７７

《
確
定
申
告
を

　
　

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
》

　

事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動
産

収
入
の
あ
る
場
合
お
よ
び
土
地
や
建

物
を
売
っ
た
場
合
な
ど
で
、
平
成
22

年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
所

得
控
除
等
の
合
計
額
を
差
し
引
き
、

そ
の
金
額
を
基
に
算
出
し
た
税
額
が

配
当
控
除
額
を
超
え
る
と
き　

　

給
与
所
得
者
で
、
給
与
等
の
年
間

収
入
金
額
が
２
０
０
０
万
円
を
超
え

る
と
き
や
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得

の
ほ
か
に
年
間
20
万
円
を
超
え
る
所

得
が
あ
る
と
き
お
よ
び
２
ヶ
所
以
上

か
ら
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い

る
と
き

　

ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も

よ
い
場
合
で
も
、
次
の
よ
う
な
方
は
、

還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
源
泉
徴
収
さ
れ
た
配
当
や
原
稿
料

な
ど
の
収
入
が
少
額
で
、
し
か
も
そ

の
他
の
所
得
も
あ
ま
り
多
く
な
い
方

●
給
与
所
得
や
退
職
所
得
の
あ
る
方

で
、
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
寄

付
金
税
額
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
方

●
給
与
所
得
者
で
年
の
途
中
で
退
職

し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め

年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
方

●
予
定
納
税
を
し
た
が
、
確
定
申
告

の
必
要
が
な
く
な
っ
た
方

　

確
定
申
告
書
は
、
確
定
申
告
の
期

間
（
平
成
23
年
２
月
16
日
〜
３
月
15

日
）
中
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
還
付
申
告
が
で
き

る
方
は
、
こ
の
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
、

●障害者に準ずる方は一定の所得控除が受
　けられます
　村では、特別障害者に準ずる障害等の認定に関す
る要綱に基づき、65歳以上の方で介護保険法の要介
護認定（要介護度４・５）を受けた方は、障害者手
帳をお持ちでなくても、所得控除が受けられるもの
です。
　この障害者等の認定を受けようとする方は、住民
福祉課福祉担当に「特別障害認定申請書」を提出し
てください。認定通知書に基づき所得控除が受けら
れます。
住民福祉課・福祉担当 電話８２－１２２１

●申告にご持参いただくものは
　申告においでいただくときは、次のものを必要に
応じてご持参ください。
　申告書（役場および税務署から送付されたもの）
　印かん
　生命保険（個人年金を含む）や長期損害保険、地
　震保険、社会保険（国保、国民年金、農業者年金
　など）に加入している方は、平成２２年中に支払
　った保険料の証明書、または領収書
　給与、年金収入のある方は、源泉徴収票または公
　的年金等源泉徴収票
　事業、不動産収入のある方は、所得計算のもとに
　なる帳簿（仕入れ帳、売上帳、出納帳など）・・
　・・収支内訳書
　土地などを売却した方は、売買契約書、仲介手数
　料などの領収書
　障害者の方は、障害者手帳
　障害者に準ずる方は、特別障害認定通知書
　医療費控除等を受ける方は、領収書
　還付申告者または所得税納付の方は、銀行等の預
　金口座番号等のわかるものおよび届出印

●納税は納期限内に振替納税のご利用を
　平成22年分の確定申告による所得税の納期限は平　
成23年3月15日(火)です。早めにお済ませください。
　なお、現金で納付する場合、税務署からは申告書
の提出後に、納付書の送付や納税通知等によるお知
らせはありません。
　納付書をお持ちでない方は、お近くの金融機関、
税務署または役場に用意してある納付書で納付して
ください（書き方については、納付書の裏面を参照
してください。）。
　また、振替納税をすでに利用されている方は、振
替日の２～３日前には、指定された預貯金口座の残
高を確認しておいてください。振替納税をまだ利用
されてない方は、納税のための手数が省け、うっか
り納期限を忘れてしまうこともない振替納税が大変
便利ですので、ぜひご利用ください。
　平成22年分の確定申告に係る所得税の振替日（引
落し日）は、4月22日（金）となっております。な
お、預貯金残高不足等で引落しができませんと、3月
16日（水）にさかのぼって延滞税が加算されますの
で、ご注意ください。



　

12
月
村
議
会
定
例
会
が
12
月
21
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で
は
、
左
記
の
６
議
案
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
制
定
等

　

月

村

議

会

定

例

会

報

告

人
事
案
件

一
般
質
問

◆
東
秩
父
村
過
疎
地
域
に
お
け
る
村

税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
内
容
）
本
村
が
、
過
疎
地
域
自
立

促
進
特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ
り
対

象
地
域
と
し
て
公
示
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
村
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
第
５
次
東
秩
父
村
総
合
振
興
計
画

基
本
構
想
に
つ
い
て

（
内
容
）
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行

政
運
営
を
図
る
た
め
、
第
５
次
東
秩

父
村
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
を
定

め
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
に
つ
い
て

（
内
容
）
東
秩
父
村
が
過
疎
地
域
と

し
て
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
過

疎
地
域
自
立
促
進
の
た
め
の
財
政
上

の
特
例
措
置
を
活
用
す
る
た
め
、
東

秩
父
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
を

策
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の

規
約
変
更
に
つ
い
て

（
内
容
）
蓮
田
市
お
よ
び
蓮
田
市
白

岡
町
衛
生
組
合
の
名
称
変
更
に
伴
い
、

埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

補
正
予
算

　

田 

英
夫
議
員

質
問　

規
格
外
米
「
彩
の
か
が
や
き
」

の
支
援
に
つ
い
て

（
内
容
）
今
年
の
夏
の
猛
暑
の
た
め
、

埼
玉
県
産
ブ
ラ
ン
ド
米
「
彩
の
か
が

や
き
」
の
規
格
外
米
が
続
出
し
大
き

な
損
失
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
人
道

的
立
場
と
し
て
、
村
で
は
ど
の
よ
う

な
支
援
を
し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　

今
回
の
問
題
に
つ
い
て
、
県
か
ら

ど
の
よ
う
な
要
請
が
あ
っ
た
か
。

答
弁　

知
事
よ
り
利
用
促
進
に
つ
い

て
の
依
頼
文
書
と
と
も
に
、
農
林
部

よ
り
具
体
的
な
購
入
申
込
の
応
援
依

頼
が
あ
り
ま
し
た
。
村
と
し
て
も
県

の
要
請
に
協
力
す
る
た
め
、
職
員
に

購
入
の
協
力
を
お
願
い
し
、
１
７
５

kg
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

村
内
で
、「
彩
の
か
が
や
き
」
を

栽
培
し
て
い
る
農
家
が
あ
る
か
。

答
弁　

東
秩
父
村
水
田
農
業
推
進
協

議
会
で
把
握
し
て
い
る
本
村
の
水
稲

作
付
け
面
積
は
11
・
５
ha
で
、
そ
の

内
「
彩
の
か
が
や
き
」
は
０
・
８
ha

で
３
軒
の
農
家
が
作
付
け
し
ま
し
た
。

面
積
の
割
合
は
約
７
％
で
す
。

　

村
と
し
て
、
今
回
の
問
題
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

本
村
の
場
合
、
自
家
用
消
費

の
農
家
が
ほ
と
ん
ど
で
、
農
協
を
通

じ
販
売
し
て
い
る
農
家
は
あ
り
ま
せ

ん
。
県
に
よ
る
と
「
食
味
も
普
通
の

米
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
」
と
の
こ

と
で
す
の
で
、
特
に
問
題
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
販
売
目
的
で
大

量
に
作
付
け
し
た
経
営
者
も
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
協
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

学
校
給
食
を
冷
房
完
備
の
場

所
で

（
内
容
）
今
年
の
夏
は
異
常
な
暑
さ

で
、
残
暑
厳
し
い
９
月
、
生
徒
が
昼

食
を
残
す
の
を
目
の
当
た
り
に
し
ま

し
た
。
暑
さ
と
の
因
果
関
係
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
暑
さ
が
原
因
で
食
欲

が
な
い
と
す
れ
ば
、
猛
暑
に
対
す
る

対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

直
射
日
光
を
緩
和
す
る
た
め
、
窓

等
に
遮
光
フ
ィ
ル
ム
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

答
弁　

実
例
等
を
研
究
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

昼
食
時
、
冷
房
完
備
さ
れ
て
い
る

場
所
で
食
事
が
で
き
な
い
か
。

答
弁　

本
議
会
の
補
正
予
算
の
中
に
、

各
学
校
に
１
教
室
ず
つ
、
冷
暖
房
を

完
備
す
る
予
定
で
進
ん
で
い
ま
す
。

中
学
校
は
被
服
室
、
東
小
は
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
、
西
小
は
図
書
室
兼
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
を
予
定
し
、
こ
れ
は
各
学
校

で
希
望
し
た
個
所
で
す
。
現
在
、
音

楽
室
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
は
冷
暖
房

が
完
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら

と
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
授
業

で
の
活
用
や
、
ご
指
摘
の
対
応
が
図

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

１
、
２
点
目
が
不
可
能
で
あ
れ
ば
、

各
教
室
を
冷
房
完
備
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
が
。

答
弁　

今
回
の
事
業
の
結
果
を
見
て

考
え
る
こ
と
で
す
が
、
財
政
的
に
当

面
難
し
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

福
島 

重
次
議
員

質
問　

「
わ
し
の
ち
ゃ
ん
」
に
思
う

こ
と

（
内
容
）
村
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
わ
し
の
ち
ゃ
ん
」
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
活
躍

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
村
と
し
て
こ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
拡
大
活
用
計
画
は
あ
る
か
。

答
弁　

村
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
で
き

る
だ
け
参
加
し
、
村
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に

役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
村
で
利
用
し
て
い
る
後
納
郵
便

の
ス
タ
ン
プ
、
封
筒
や
袋
お
よ
び
商

品
な
ど
に
「
わ
し
の
ち
ゃ
ん
」
を
印

刷
し
、
使
用
す
る
こ
と
も
検
討
中
で

す
。

　

「
子
ど
も
わ
し
の
ち
ゃ
ん
」
の
追

加
作
成
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答
弁　

着
物
を
着
用
す
れ
ば
ど
な
た

で
も
短
時
間
で
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
双
子
の
妹
「
あ
お
い
ち
ゃ
ん
」

も
作
成
し
て
あ
る
の
で
、
当
面
は
追

加
作
成
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
わ
し
の
ち
ゃ
ん
」
応
援
団
を
作

っ
て
、
演
出
方
法
を
創
作
し
な
が
ら

活
動
範
囲
を
拡
げ
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
和
紙
の

里
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
会
議
を

通
じ
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

別
表
を
整
備
す
る
た
め
、
同
組
合
規

約
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

５
７
６
７
万
６
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
20
億
５
０
８

７
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

（
内
容
）
委
員
の
根
岸
宇
平
氏
（
大

内
沢
）
が
平
成
23
年
１
月
31
日
を
も

っ
て
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
そ
の

後
任
に
関
根
一
夫
氏
（
御
堂
）
を
選

任
す
る
も
の
で
す
。
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眞
下　

 

身
議
員

質
問　

村
長
公
約
の
取
り
組
み
と
自

己
評
価
に
つ
い
て

　

５
つ
の
基
本
政
策
に
対
す
る
今
ま

で
の
各
施
策
へ
の
取
り
組
み
に
対
す

る
現
時
点
で
の
評
価
と
、
今
後
の
抱

負
に
つ
い
て

答
弁　

五
つ
の
基
本
政
策
に
対
す
る

考
え
方
や
取
り
組
み
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
平
成
20
年
10
月
号
の
広
報
東

ち
ち
ぶ
等
で
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
、
省
略
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
に
、
「
合
併
の
推
進
」
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
地
方
行
政
を
考
え

ま
す
と
、
い
ず
れ
遠
く
な
い
時
期
に

市
町
村
合
併
を
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
に

「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
」に

つ
い
て
は
、
行
政
が
主
体
で
は
な
く
、

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
が
主
人
公
と

な
り
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
力

を
結
集
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
「
安
心
し
て
健
康

に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
」
で
は
、
子

育
て
に
悩
む
保
護
者
に
対
し
て
、
適

切
な
支
援
が
行
え
る
よ
う
、
子
育
て

総
合
支
援
を
子
ど
も
中
心
に
進
め
て

参
り
ま
し
た
。
「
快
適
な
生
活
環
境

の
整
備
充
実
」
で
は
、
美
し
い
農
村

景
観
の
創
出
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

次
に「
教
育
の
充
実
と
文
化
振
興
」で

あ
り
ま
す
が
、
少
子
化
が
進
む
中
、

東
西
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
避

け
て
通
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
保
護
者
、
地
域
の
皆

さ
ん
、
教
育
関
係
者
の
意
見
を
し
っ

か
り
と
聞
い
て
対
応
し
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
結
論
が
出
る
ま

で
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
方
針

で
あ
り
ま
す
。
各
施
策
へ
の
取
り
組

み
に
対
す
る
現
時
点
で
の
自
己
評
価

と
今
後
の
抱
負
で
あ
り
ま
す
が
、
自

分
を
評
価
す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い

問
題
で
あ
り
ま
す
。
自
分
と
し
て
は
、

一
生
懸
命
行
政
の
仕
事
に
取
り
組
み

を
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
は
、
残
さ
れ

た
期
間
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
い
、
村
民

の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
誠
心
誠
意
努
力
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
村
民
皆
様
の
力
を

結
集
し
て
、
地
域
で
で
き
る
こ
と
は

ぜ
ひ
地
域
の
皆
さ
ん
に
実
行
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

来
年
度
の
予
算
編
成
方
針
に
つ
い

て答
弁　

地
方
財
政
に
お
い
て
は
、
歳

入
の
骨
格
を
成
す
地
方
交
付
税
を
平

成
22
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
概
算
要
求

が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

原
資
と
な
る
国
税
収
入
の
鈍
化
に
よ

り
、
今
後
の
国
の
予
算
編
成
次
第
で

大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
と
予
測
さ
れ

増
額
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

財
源
不
足
を
補
う
た
め
の
臨
時
財
政

対
策
債
の
ウ
エ
イ
ト
が
大
き
く
な
り
、

今
後
地
方
債
現
在
高
が
増
え
て
い
く

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
本
村
の
財

政
は
、
村
税
に
お
い
て
は
、
今
後
も

人
口
の
減
少
や
若
年
層
の
村
外
へ
の

転
出
、
高
齢
化
な
ど
所
得
の
伸
び
が

期
待
で
き
ず
、
税
収
は
見
込
め
な
い

状
況
で
あ
り
ま
す
。
大
幅
な
収
入
が

見
込
め
な
い
中
、
少
子
高
齢
化
の
進

行
や
社
会
福
祉
費
の
増
大
に
伴
う
行

政
需
要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
財
政

運
営
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
来
年
度
予
算
に
つ

い
て
も
今
ま
で
同
様
、
身
の
丈
に
合

っ
た
予
算
、
交
付
税
を
中
心
と
し
た

歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
を
計
上
す
る

と
い
う
方
針
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。

質
問　

医
師
招
請
策
の
現
状
に
つ
い

て（
内
容
）
本
村
の
よ
う
に
特
に
高
齢

・
過
疎
地
域
で
は
身
近
な
医
療
機
関

が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
。

　

診
療
所
へ
医
師
の
常
時
設
置
の
た

め
の
招
請
策
を
ど
の
よ
う
に
講
じ
て

い
る
か
。

答
弁　

宮
崎
通
泰
先
生
、
比
企
の
医

師
会
等
を
通
じ
て
ご
検
討
い
た
だ
き
、

診
療
所
を
見
学
に
訪
れ
た
外
科
の
先

生
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
条
件
が
整
わ

ず
承
諾
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

宮
崎
先
生
一
家
も
、
小
川
町
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
介
護
老
人
保
健
施
設
「
み

ど
う
の
杜
」
が
あ
る
の
で
無
理
と
の

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

埼
玉
県
医
療
整
備
課
、
東
松
山
保
健

所
の
計
画
推
進
担
当
等
に
相
談
し
ま

し
た
が
、
良
い
策
は
見
い
出
せ
て
い

ま
せ
ん
。

　

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

答
弁　

村
の
高
齢
化
の
進
む
中
、
身

近
に
医
療
機
関
が
無
く
、
か
か
り
つ

け
医
の
い
な
い
こ
と
は
、
日
常
生
活

の
中
で
も
不
安
か
と
考
え
ま
す
が
、

医
師
の
確
保
は
大
変
難
し
く
、
医
師

招
請
策
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。

渡
邉 

均
議
員

質
問　

東
秩
父
村
に
お
け
る
森
林
資

源
の
現
状
に
つ
い
て

（
内
容
）
林
業
の
衰
退
、
従
事
者
の

高
齢
化
に
よ
り
、
間
伐
も
さ
れ
な
い

ま
ま
の
人
工
林
も
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
森
林
は
、
木
材
資
源
と
し
て

の
経
済
的
価
値
だ
け
で
は
な
く
、
水

資
源
や
土
砂
災
害
か
ら
住
民
の
生
活

を
守
る
う
え
で
も
、
そ
の
整
備
・
保

全
は
重
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

本
村
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

村
有
林
は
、
ど
の
地
域
に
ど
の
位

あ
り
、
ど
の
よ
う
な
管
理
を
行
っ
て

い
る
か
。

答
弁　

村
有
林
の
面
積
は
、
分
収
林

と
し
て
地
区
等
に
貸
し
出
し
て
い
る

も
の
、
村
内
、
村
外
合
わ
せ
て
１
７

２
町
８
反
あ
り
ま
す
。
ま
ず
分
収
林

は
安
戸
に
３
町
４
反
、
御
堂
に
８
町

６
反
、
奥
沢
に
１
町
３
反
、
坂
本
に

１
町
４
反
、
白
石
に
14
町
の
計
28
町

７
反
あ
り
ま
す
。
次
に
保
安
林
を
含

め
た
村
内
の
村
有
林
は
１
４
１
町
９

反
で
、
村
外
の
村
有
林
は
小
川
町
に

２
町
２
反
広
葉
樹
の
山
が
あ
り
ま
す
。

近
年
村
で
は
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
植
栽

は
行
っ
て
お
ら
ず
、
主
に
補
助
事
業

を
導
入
し
た
間
伐
を
行
い
、
管
理
し

て
い
ま
す
。

　

地
籍
調
査
は
予
定
し
て
い
る
か
。

答
弁　

今
後
地
権
者
等
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
数
年
の
内
に
取
り
か
か

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
額
の

経
費
と
長
期
間
を
要
す
る
事
業
に
な

り
ま
す
が
、
隣
接
す
る
小
川
町
、
と

き
が
わ
町
が
す
で
に
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
50
年
代
に
村
内
外
か
ら
出
資

者
を
募
り
、
植
林
活
動
を
し
た
人
工

林
に
つ
い
て
、
現
況
と
今
後
の
対
応

に
つ
い
て

答
弁　

昭
和
60
年
２
月
に
分
収
育
林

契
約
を
、
一
人
当
た
り
30
万
円
で
全

て
村
外
の
43
人
の
方
と
行
い
、
１
２

９
０
万
円
の
出
資
を
い
た
だ
い
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

当
時
林
野
庁
が
推
奨
し
た
も
の
で
、

本
村
に
限
ら
ず
近
隣
の
市
町
で
も
同

様
の
契
約
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、

今
後
情
報
を
収
集
し
対
応
方
法
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



　

任
期
満
了
に
伴
う
東
秩
父
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
お
よ
び
委
員
補
充
員

の
選
挙
が
、
平
成
22
年
12
月
21
日
開
催
の
12
月
村
議
会
定
例
会
に
お
い
て
行

わ
れ
、
次
の
方
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
22
年
12
月
23
日
か
ら
４

年
間
で
す
。

　

ま
た
、
１
月
12
日
に
改
選
後
初
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
開
か
れ
、
選
挙
の

結
果
、
委
員
長
に
宇
根
一
元
氏
を
選
出
し
、
あ
わ
せ
て
委
員
長
職
務
代
理
者

に
栗
島
光
政
氏
を
指
定
い
た
し
ま
し
た
。

◆
委
員

　

宇
根　

一
元
（
坂　

本
）

　

栗
島　

光
政
（
御　

堂
）

　

石
川　

廣
保
（
皆　

谷
）

　

轟　
　

益
夫
（
安　

戸
）

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
等
の
改
選

　
　
　

委
員
長
に
宇
根
一
元
氏
再
任

◆
委
員
補
充
員

　

恒
木　

秀
元
（
大
内
沢
）

　

奈
良　
　

實
（
坂　

本
）

　
　
　
　
　
　

（
奥　

沢
）

　

大
久
根
和
男
（
安　

戸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

栗島　光政氏 宇根　一元氏

轟　　益夫氏 石川　廣保氏

　

東
秩
父
中
学
校
で
は
、
地
域
の
皆

様
の
ご
協
力
の
下
、
ア
ル
ミ
缶
回
収

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
ア

ル
ミ
缶
回
収
の
収
益
金
で
車
椅
子
１

台
を
東
秩
父
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

12
月
21
日
、
中
学
校
生
徒
会
役
員

７
名
と
環
境
安
全
委
員
会
委
員
長
が

役
場
を
訪
れ
、
若
林
全
社
会
福
祉
協

議
会
長
へ
車
椅
子
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

島
田
誠
生
徒
会
長
は
「
お
年
寄
り

の
方
や
体
が
不
自
由
な
方
た
ち
が
少

し
で
も
楽
に
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
来
年
度
も
寄

付
で
き
る
よ
う
に
生
徒
会
が
先
頭
に

立
ち
、
ア
ル
ミ
缶
回
収
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

車
椅
子
を
寄
贈

　

…
… 

中
学
校 

…
…

　

12
月
15
日
、
安
戸
地
内
に
お
い
て
、

村
有
林
の
伐
採
を
東
小
学
校
の
４
・

５
年
生
が
見
学
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
木
が
伐
採
さ
れ

る
様
子
を
見
て
、
迫
力
あ
る
場
面
に

驚
き
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
伐
採
し
た
ヒ
ノ
キ
は
、
来
年

度
に
東
小
学
校
で
実
施
予
定
の
木
質

化
工
事
で
、
教
室
や
廊
下
な
ど
の
材

料
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

児
童
の
１
人
は
「
初
め
て
木
の
伐

採
を
見
て
驚
き
ま
し
た
。
作
業
員
さ

ん
は
大
変
な
仕
事
だ
と
思
い
ま
し

た
。」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
大
変

充
実
し
た
授
業
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

木
材
間
伐
見
学
会

 

…
… 

東
小
学
校 

…
…

　

１
月
12
日
、
ふ
れ
あ
い
広
場
管
理

棟
に
お
い
て
、
東
秩
父
村
花
き
研
究

会
11
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
花
桃

枝
折
術
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
習
は
枝
の
取
り
方
や
束
ね
方
、

促
成
の
基
本
技
術
な
ど
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
が
意
見
を
出
し
な
が
ら
進
め

ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
後
、
い
よ
い
よ
出
荷

に
向
け
て
の
作
業
が
大
詰
め
に
な
り
、

花
き
研
究
会
の
方
々
も
多
忙
な
時
期

に
な
り
ま
す
。
春
に
は
色
鮮
や
か
な

花
桃
が
咲
き
、
心
待
ち
に
し
て
い
る

人
々
を
喜
ば
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

出
荷
に
向
け
準
備

…
花
桃
枝
折
術
講
習
会
…



▲式典に参加した　
　　　　新成人の皆さん

▲村記念品を受け取る
　　　　西沙耶香さん

▲選管記念品を受け取る
　　　　　　　　　　　さん

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
響
き
の
森
奏

友
会
の
皆
さ
ん
の
演
奏
で
幕
を
開
け
、

式
典
で
は
、
若
林
全
村
長
が
式
辞
に

お
い
て
新
成
人
を
祝
福
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
高
野
勉
教
育
長
の
あ
い
さ

平
成
23
年
成
人
式 

―
40
名
の
門
出
を
祝
福
―

　

１
月
９
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平
成
23
年
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
新
成　

人
の
門
出
を
祝
う
か
の
よ
う
に
晴
天
に
恵
ま
れ
、
対
象
者
40
名
中
35
名
の
方
が
、
振
袖
や
ス
ー
ツ
、
は
か
ま
姿
な

ど
艶
や
か
な
装
い
に
身
を
包
み
、
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

若
林
村
長
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の

方
々
か
ら
の
心
温
ま
る
激
励
の
お
言

葉
の
数
々
を
い
た
だ
き
、
不
安
が
未

だ
残
る
半
面
、
社
会
か
ら
よ
う
や
く

一
人
前
と
し
て
見
て
も
ら
え
る
と
い

う
喜
び
も
湧
き
上
が
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
の
不
安
と
喜
び
が
交
錯
し

た
今
日
の
こ
の
日
が
こ
れ
か
ら
の
私

た
ち
の
原
点
と
な
る
こ
と
を
強
く
感

じ
て
お
り
ま
す
。
大
人
と
し
て
の
モ

ラ
ル
や
義
務
に
苦
悩
し
た
時
、
立
ち

返
る
場
所
は
今
日
で
あ
り
、今
、各
々

が
胸
に
掲
げ
て
い
る
誓
い
を
忘
れ
る

つ
、
来
賓
で
あ
る
足
立
理
助
村
議
会

議
長
、
大
久
根
宏
教
育
委
員
長
の
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
村
お
よ
び
選

挙
管
理
委
員
会
か
ら
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
後
に
、
新　

　
　
　
　
　
　
　
　

成
人
を
代
表
し

　
　
　
　
　
　
　
　

て
、
江
原
正
喜

　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ん（
奥
沢
）が

　
　
　
　
　
　
　
　

お
礼
の
言
葉
を

　
　
　
　
　
　
　
　

述
べ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
人
式
を
迎

　
　
　
　
　
　
　
　

え
ら
れ
た
皆
さ

　
　
　
　
　
　
　
　

ん
の
今
後
の
ご

　
　
　
　
　
　
　
　

活
躍
を
期
待
し

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。

新
成
人
お
礼
の
言
葉　
江
原 

正
喜
さ
ん

こ
と
な
く
生
き
て
い
く
こ
と
を
お
約

束
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
成
人
式
を
も
ち
ま
し

て
私
た
ち
は
父
や
母
を
は
じ
め
、
す

で
に
社
会
に
出
て
い
る
先
輩
方
と
同

じ
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
が
こ
の
日
を
仲
間
と
共
に
迎

え
ら
れ
る
の
は
そ
う
い
っ
た
人
生
の

先
輩
方
の
お
力
添
え
が
あ
っ
た
か
ら

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
背

中
を
見
な
が
ら
進
む
だ
け
で
な
く
、

自
身
で
歩
ん
で
い
く
道
を
模
索
し
、

ま
た
私
た
ち
の
背
中
を
見
て
育
つ
後

輩
た
ち
が
い
る
と
い
う
意
識
も
持
た

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
が
先
輩
に
支
え
ら
れ
、
時

に
は
軌
道
修
正
を
受
け
て
き
た
よ
う

に
次
の
時
代
を
築
く
後
輩
た
ち
が
犯

罪
に
手
を
染
め
、
道
徳
に
背
く
よ
う

な
行
動
を
と
る
こ
と
の
な
い
よ
う
考

え
生
き
て
い
け
る
大
人
に
な
る
こ
と

を
誓
い
ま
す
。
（
抜
粋
）

▲

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
る

　
　
　
　
　

江
原
正
喜
さ
ん



◎今後予定のイベント

東
秩
父
俳
句
会

み
ど
う
の
杜
俳
句
会

短　
　

 

歌

白
石
短
歌
会

《絵本＝子どもが読む本》だと思っていませんか？
　毎日忙しい大人こそ、短い文や絵に触れることで心が癒されます。
　１冊の絵本を１０人の大人が読んだとしたら、きっと１０通りの感想や解釈
があるに違いありません。絵本を通じて感じ、考え、言葉にすることで、今ま
で気づかなかった自分自身の内面にも気づかされます。ぜひ、絵本を読んでみ
てください。

▲「シニガミさん」 
宮崎　達也 著　
えほんの杜
　命の尊さ、人との
関わりの大切さを伝
える絵本です。

▼「もうすぐママは
　　　　　星になる」 
スーローソン原 著
神田　由布子 訳　汐文社
　すべてを受け入れる、
強く、やさしく、そして勇
気に満ちた絵本です。

▲「チキンマスク
　やっぱりぼくはぼく
　でいい」
宇津木　美帆 著  汐文社
　自分に自信が持てなく
なった時など、読んで清
々しい気持ちになれる本
です。

第５回

　観光写真コンクール

　　　　　　入賞作品展

　２月１日（火）

　　　　　～２８日（月）

主催　東秩父村観光協会

　  東秩父村和紙の里

　　  ８２－１４６８

お
ゝ
ら
か
に
米
寿
の
賀
春
迎
へ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭　
　

青
草

初
日
影
拝
す
る
富
士
は
白
妙
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

梢
月

健
康
の
証
を
知
ら
す
賀
状
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
か
つ
代

寒
梅
や
孫
嫁
二
子
の
母
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
田　

公
子

七
十
路
を
生
き
て
こ
と
し
も
年
用
意

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
ま
さ
よ
し

祝
事
の
日
取
り
を
記
す
初
暦

　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
原　

勝
子

む
ろ
の
中
白
梅
ほ
の
か
に
匂
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎　

昌
子

温
も
り
や
友
の
手
編
み
の
冬
帽
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠
澤　

ひ
こ

曾
孫
生
れ
春
灯
優
し
守
り
札

　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭　
　

利
子

南
天
の
赤
々
と
し
て
こ
ぼ
れ
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　

ス
ミ

梅
の
宿
若
木
つ
ぼ
み
の
膨
ら
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
川　

次
作

行
年
や
み
ど
う
句
会
に
締
め
く
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

和
男

夫
の
い
て
日
溜
り
に
松
手
入
れ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
屋　

寿
子

境
内
の
掃
く
を
た
め
ら
ふ
銀
杏
落
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

古
乃

晴
れ
渡
り
北
風
に
乗
る
雲
速
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
根　

澄
江

羽
音
し
て
軒
樋
に
来
る
寒
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
野　

ト
ヨ

鍋
囲
み
友
垣
四
人
と
食
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

好
子

恵
比
寿
大
黒
並
ぶ
熊
手
を
居
間
に
掛

け　
　
　
　
　
　
　
　

河
西
カ
ナ
メ

行
年
や
病
癒
え
顔
お
だ
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場　
　

芳

拍
手
し
て
賑
や
か
杜
の
ク
リ
ス
マ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
野　

け
い

皆
既
過
ぎ
円
か
に
浮
ぶ
冬
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野　

利
雄

猫
車
シ
ー
ト
に
被
ひ
畑
仕
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

美
子

喜
び
を
チ
ー
ム
メ
ー
ト
と
抱
き
合
い
て

感
激
の
涙
箱
根
駅
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

京
子

心
と
は
通
じ
る
も
の
か
ポ
イ
ン
セ
チ
ア

娘
は
も
と
め
来
て
飾
り
て
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
美
枝
子

暮
れ
な
ず
む
墨
絵
の
よ
う
な
空
の
中

ま
ゆ
形
の
月
か
す
か
に
光
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

美
江

紅
白
の
万
両
の
実
の
色
冴
え
て

木
洩
れ
日
穏
し
く
新
春
迎
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石　

礼
子

紅
白
の
し
だ
れ
梅
を
ば
求
め
来
て

末
来
の
風
情
夢
見
つ
植
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
阿
里
子

一
人
旅
日
暮
れ
て
帰
る
峠
路

落
葉
の
音
に
足
を
早
め
て

風
吹
け
ば
風
倒
木
の
木
摺
れ
音

キ
キ
キ
ク
ュ
ー
と
聞
え
来
る
な
り

故
郷
の
山
も
眺
め
は
七
変
化

山
の
姿
は
昔
と
変
ら
ず

雨
上
が
り
下
命
の
小
草
き
ら
星
も

歌
の
あ
で
や
か
月
も
大
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
田　

か
め

あ

ふ
う
と
う
ぼ
く



『
ネ
コ
の
ひ
と
り
ご
と
』

人　

権　

シ　

リ　

ー　

ズ

石 

川　

澪　

ち
ゃ
ん
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生年月日　平成２１年１２月２３日

　　　　　　　　　（大字 坂本）

お父さん：義　憲 さん

お母さん：恵　美 さん

　はじめまして。みおです

　うちは３姉妹！！ とってもにぎや

かです。

　いっぱい歩けるようになって楽し

いよ♪早く靴を履いて、お散歩した

いな！

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

み
お

　

吾
輩
モ
猫
デ
ア
ル
。
名
前
は
「
ノ

ラ
」
。

　

あ
ま
り
い
い
名
前
で
は
な
い
が
、

そ
れ
は
そ
れ
で
我
慢
し
て
い
る
。
吾

輩
が
こ
の
家
に
来
た
、
と
い
う
よ
り

は
生
ま
れ
て
１
ヶ
月
も
た
た
な
い
吾

輩
は
ご
主
人
様
に
拾
わ
れ
た
の
だ
。

そ
う
し
て
今
年
で
５
年
目
に
な
る
。

　

し
ば
ら
く
平
穏
だ
っ
た
吾
輩
の
身

辺
が
変
わ
っ
て
き
た
の
は
、
１
歳
に

な
る
ご
主
人
様
の
孫
が
我
が
家
に
入

っ
て
き
て
か
ら
で
あ
る
。
当
然
と
言

え
ば
当
然
、
ご
主
人
様
な
ど
は
吾
輩

そ
っ
ち
の
け
で
孫
を
可
愛
が
る
よ
う

に
な
り
、
先
輩
で
あ
る
吾
輩
は
し
ば

ら
く
ぼ
う
然
自
失
。
二
度
ほ
ど
家
出

し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
都
度
ご

主
人
様
は
吾
輩
を
探
し
ま
わ
っ
た
と

い
う
。

　

後
輩
が
吾
輩
を
か
ば
っ
て
く
れ
た

出
来
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
吾
輩
が
悪

か
っ
た
の
だ
が
、
居
間
の
畳
で
爪
研

ぎ
を
し
て
し
ま
っ
た
時
、奥
様
に「
ダ

メ
じ
ゃ
な
い
の
！
」
と
す
ご
く
叱
ら

れ
た
。
そ
の
時
、
そ
ば
に
い
た
後
輩

が
「
バ
ァ
バ
、
ゴ
メ
ン
ネ
。
オ
コ
ラ

ナ
イ
デ
。
」
と
哀
願
。
す
る
と
奥
様

は
「
怒
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
、
注

意
し
て
い
る
ん
だ
よ
」
と
。
な
る
ほ

ど
な
あ
と
思
っ
た
が
、
後
輩
に
感
謝
、

感
謝
で
あ
っ
た
。
２
歳
の
男
の
子
で

も
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
い
る
ん

だ
な
、
そ
の
心
を
ず
う
っ
と
持
ち
続

け
て
ほ
し
い
な
、
そ
ん
な
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

　

そ
れ
以
後
、
吾
輩
と
後
輩
と
は
い

い
仲
間
で
い
る
。
吾
輩
が
大
病
し
て

か
ら
は
、
奥
様
も
何
か
と
優
し
い
言

葉
を
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、

こ
の
お
正
月
に
は
手
作
り
の
お
せ
ち

の
お
す
そ
わ
け
も
い
た
だ
け
た
。

　

身
び
い
き
で
申
し
訳
な
い
が
、
よ

そ
様
と
同
様
、
我
が
家
も
い
い
雰
囲

気
の
家
庭
と
思
っ
て
い
る
今
日
こ
の

頃
で
あ
る
。

　
　
　
　

教
育
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
久
根　

宏

　

12
月
19
日
、
ふ
れ
あ
い
広
場
を
主

会
場
に
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
敬
省
略
）

◆
小
学
生
の
部
（
１
５
０
０
ｍ
）

　

・
男 

子

　
　

１
位　

鈴
木　

啓
吾

　
　

２
位　

清
家　

隆
志

　
　

３
位　

宮
崎　
　

翔

　

・
女 

子

　
　

１
位　

馬
場
由
梨
乃

　
　

２
位　

関
根　

沙
耶

　
　

３
位　

関
根　

麻
耶

第
27
回
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
結
果

◆
中
学
生
の
部
（
３
０
０
０
ｍ
）

　

・
男 

子

　
　

１
位　

梅
澤　

勇
次

　
　

２
位　

新
井　
　

渉

　
　

３
位　

眞
下　

洋
平

　

・
女 

子

　
　

１
位　

福
島　
　

萌
（
大
会
新
記
録
）

　
　

２
位　
　
　
　

理
紗

　
　

３
位　

橋
本　

彩
花

◆
奨
励
の
部
（
１
５
０
０
ｍ
）

　

・
男
子
一
般

　
　

１
位　

栗
島　
　

茂

　

・
男
子
40
歳
以
上

　
　

１
位　

清
水
未
知
雄

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
１
５
０
０
ｍ
）

　
　

１
位　

田
端
麻
理
子
・
さ
お
り

新春恒例！消防出初め式
　１月８日、新春恒例の消防出初め式が、東

松山市立松山第一小学校の校庭において行わ

れました。当日は晴天に恵まれ、来賓や観客

が見守るなか、東秩父消防団は堂々の行進を

披露しました。

　その後、東秩父消防団では村役場玄関前に

おいて、今年１年の消防団活動の安全を祈願

しました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



産業建設課82ー1222・82ー1223・教育委員会82ー1230・保健センター82ー1557・地域包括支援センター82ー1116

どこかで買う「タバコ」なら、タバコは「地元」で買いましょう！

２
月
は
固
定
資
産
税
第
４
期
の
納
期
で
す　

税
金
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
！　

　　　中小企業資金利子補給制度のご案内

　村内中小企業者の健全な発展に資することを目的に、村および商工会の指導

育成する中小企業者が経営のために必要な資金として、日本政策金融公庫資金

および村小口資金を借り入れた場合に、次のとおり村が利子補給を行っています。

利子補給率　借入金に対する年間支払利子額の１５％以内

　　　　　　ただし、１世帯または1事業主１０万円が限度額です。

対 象 期 間　貸付日から５年以内

申 込 方 法　「利子補給交付申請依頼書」を東秩父村商工会に提出してください。

提 出 期 限　２月１０日（木）〈期限厳守〉

問  合  せ　東秩父村商工会 　８２－１３１５

東秩父村人権・同和問題
　啓発指導者養成講座

日　時　２月１７日（木）・２４（木）

　　　　両日共：午後７時～９時

場　所　コミュニティセンター

　　　　　　　　　　「やまなみ」

講　師　埼玉県人権擁護委員　

　　　　　塩旗　國光氏（皆野町在住）

申　込　２月１０日（木）までに教育

　　　　委員会事務局へ申し込んで

　　　　ください。

問合せ　教育委員会事務局

　　　　　 ８２－１２３０

埼玉県地震対策セミナー

日　時　２月９日（水）

　　　　午後１時３０分～４時

場　所　埼玉会館　大ホール

講　演　　平井 邦彦氏

　　　　　（長岡造形大学名誉教授）

　　　　　「阪神・淡路大震災と新潟

　　　　　県の二つの地震」

　田中　淳氏（東京大学大学

　　　　　院情報学環総合防災情報研

　　　　　究センター長）

　　　　　「災害から生き延びるために」

その他　防災関連企業・団体の展示ブ

　　　　ース、地震に関する資料の展

　　　　示・説明、無料耐震診断

　　　 （先着1000名様に防災グッズ

　　　　プレゼント）

定　員　１３００名（※入場無料、事

　　　　前申込不要）

問合せ　埼玉県消防防災課

　　　　　 ０４８－８３０－３１７３

　　　　　甲 種 防 火 管 理 新 規 講 習
　
　比企広域消防本部では、消防法に定める防火管理者の資格を取得するための

講習会を次により開催します。

開催日　２月１７日（木）・１８日（金）の２日間

場　所　比企広域消防本部 講堂（東松山市上野本1300-1）

費　用　受講費４，５００円

資　格　防火管理上、必要な業務を適切に遂行することができる管理的または

　　　　監督的な地位にある方（管内在住・在勤者優先）

申込み方法

　２月３日(木)～１０日(木)午前８時３０分から午後５時までに受講費を添えて

消防本部予防課、または小川消防署指導係へ申込んでください。なお、定員

８０名になり次第締め切らせていただきます。（ただし、土日の受付は行ってお

りません。）（比企広域消防ホームページ掲載中）

問合せ　比企広域消防本部予防課 　２３－２２６８

　　　　　　 ～e-Taxをご利用いただくメリット～

○ 最高５,０００円の税額控除

　　平成２２年分の所得税の確定申告を本人の電子署名および電子証明書（有

　効期限切れにご注意！）を付して、申告期限内にe -T axで行うと、所得税額か

　ら最高５,０００円の控除を受けることができます。（平成１９年分から２２年

　分の間でいずれか１回）

○ 国税庁ホームページから電子申告

　　自宅から国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利用して、

　e-Taxに送信できます。（確定申告書等作成コーナーは「確定申告特集ページ」

　からご覧ください）

○ 添付書類の提出省略

　　所得税の確定申告をe-Taxで行う場合、医療費の領収書や源泉徴収票等は、

　その記載内容（病院などの名称・支払金額等）を入力して送信することによ

　り、これらの書類の提出または提示を省略することができます。（確定申告

　期限から３年間、税務署から書類の提出または提示を求められることがあ

　ります）

○ 還付金がスピーディー

　　e-Taxで申告された還付申告は早期処理しています。（３週間程度に短縮）

○ 24時間いつでも利用可能

　　所得税の確定申告期間中は、２４時間 e-Tax の利用が可能です。

税に関する情報は国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）へ

e-Tax に関する情報は e-Tax ホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp/）へ

所得税の確定申告はe-Taxをご利用ください

遺言・相続無料相談会 
日　　時　２月１１日（金・祝）

　　　　　午前１０時～午後４時

相談方法 

　　面談相談（１組３０分）

　　面談相談は、予約制ですので、

　　２月９日（水）午後５時までにお

　　申込みください。

　　電話相談 　048－872－8055

　　　　　　　（当日のみ通話可）

面談相談会場（下記の４か所）

　 　浦和コミュニティセンター

　 　埼玉司法書士会熊谷総合相談センター

　 　埼玉司法書士会越谷総合相談センター

　 　埼玉司法書士会所沢総合相談センター

相 談  料　無料

問 合  せ　埼玉司法書士会

　　　　　　  ０４８－８６３－７８６１



納
税
は
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

心配ごと相談・行政相談
　 合同相談所の開設

　日常生活でお困りの人は、相談所

を開設しますので、おでかけくださ

い。相談は無料で秘密厳守のうえ受

け付けています。

日　時　２月１６日（水）

　　　　午後１時～３時まで

会　場　役場１階中会議室

問合せ　社会福祉協議会　82-1238

　　　　役場総務課　　　82-1226

　　　　　　　２月の休日当番医
◎診療時間：午前９時～午後５時

※記事の問い合わせは　総務課82ー1226・82ー1254・税務課82ー1224・住民福祉課82ー1221・保健衛生課82ー1777

農地を農地以外に使用する場合には許可が必要です！

   ６日　シャローム鋤柄医院（内科・外科）　　　　東松山市　　25-2979

１１日　たばた小児科（小児科）　　　　　　　　　吉見町　　　54-8822

１３日　野　崎　医　院（内科・外科・皮ふ科）　　小川町　　　72-0101

２０日　上　野　医　院（内科・外科）　　　　　　滑川町　　　56-2508

２７日　埼玉成恵会病院（内科・外科・整形外科）　東松山市　　23-1221

＊診療科目以外の受診については、他の医療機関を紹介することもあります。
　受診する際には、医療機関に電話連絡をしてください。

　　　　肝炎ウイルス検査について

●肝炎ウイルス（B型・C型）検査を受けましょう

　肝炎ウイルスに感染していても気が付かないことが多く、適切な治療をせ

ずに放置した場合、肝硬変から肝がんに進行する場合があるといわれていま

す。まずは、肝炎検査を受けることをお勧めします。

●肝炎ウイルス検査（検査は無料で受けることができます）

　内　容：B型肝炎抗原検査・C型肝炎抗体検査

　日　時：毎月第１月曜　午前９時３０分～１０時３０分

●肝炎治療医療費助成制度があります

　肝炎ウイルスに感染していた場合、肝機能検査が正常でも、将来ウイルス

が増加し、病状が進行することがあるといわれています。医療機関での定期

的な検査や治療が必要な場合がありますので、肝炎ウイルスの感染がある場

合は、専門の医療機関を受診し、相談しましょう。保健所は、肝硬変や肝が

んを予防するための肝炎治療医療費助成制度の窓口となっています。

＊検査・相談窓口：東松山保健所 　２２－０２８０

消費生活相談窓口の開設

  ◆消費生活豆知識『利殖商法』◆

 問 知らない業者から未公開株や社

債などの金融商品の勧誘の電話や資

料が届きます。何かよくわからない

のですが、儲かるとの説明なので投

資しようかと迷っています。

 答 そもそもその業者が自分の電話

番号や住所をなぜ知ったのかという

ことから疑いましょう。投資にはリ

スクがつきものです。理解できない

ものには手を出さないようにしまし

ょう。詳しくはお問い合わせくださ

い。

日　時　毎週金曜日

　　　 （祝日・年末年始を除く）

　　　　午前10時～午後3時30分

　　　 （正午～午後1時は除く）

※都合により変更になる場合があり

　ます。

場　所　産業建設課

費　用　無料

問合せ　産業建設課 　

　　　　　８２－１２２３

ボランティア工事のご案内
　埼玉土建組合では、もし地震が起き
たときに少しでも被害から守れるよう
に、また、家具転倒防止金具の取付や
生活がしやすいようにと、軽微な補修
工事のボランティアを行います。
対 象 者　東秩父村にお住まいの方
工事内容　　家具転倒防止金具の取付
　　　　　　け（1軒３ヶ所まで）
　　　　　　２時間程度でできる軽微
　　　　　　な補修工事（建具の立付
　　　　　　け調整等）
　　　　　＊費用無料（取付金具代は実費）
募集期間　２月１５日（火）～
　　　　　３月１４日（月）まで
応募方法　電話・書面等で応募
問 合 せ　埼玉土建一般労働組合 
　　　　　比企西部支部　66－1120

     全国瞬時警報システムの試験放送について
　村では、国が発信した緊急情報を受信し、村防災放送施設を通じて村民の皆
さんにお知らせするシステムの導入を進めています。つきましては、下記期間
中に試験放送を実施しますので、災害や緊急事態とお間違えにならないようお
知らせします。
　●試験放送予定期間　２月１４日（月）～２８日（月）
　●全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）とは・・・
　津波警報や緊急地震速報、弾道ミサイル情報といった対処に時間的余裕のな
い事態が発生した場合に、人工衛星を用いて情報を送信し、市区町村の防災行
政無線等を動起動することにより、国から住民まで緊急情報を直接に伝達する　
システムです。　問合せ　総務課　 ８２－１２２６

村議会議長交際費

日       

１０月   ３日

１０月１７日

１０月２４日

１０月３１日

１１月   ３日

１２月１２日

       

件　　　　　　名　　　　　　　　　金　　額

埼玉県職員秩父会定期総会懇親会会費

小川木材建具まつり

奥秩父大滝紅葉まつり

よこぜまつり

ちちぶ荒川新そばまつり

小鹿野町飯田鉄砲まつり

5 , 0 0 0

5 , 0 0 0

2 , 0 0 0

2 , 0 0 0

2 , 0 0 0

2 , 0 0 0

1 8 , 0 0 0

（単位：円）

合　　　　　計

　　　村長・村議会議長交際費公開
　　今月は平成２２年１０月から１２月に支出された交際費です。

日　　 

１０月   ３日

１０月１９日

１１月１７日

１２月   ２日

       

埼玉県職員秩父会定期総会懇親会会費

比企郡町村会「東松山市長他就任を祝う会」会費

埼玉県北西部管内自治体連絡協議会理事会会費

東秩父村老人クラブ連合会研修会会費

5 , 0 0 0

1 0 , 0 0 0

5 , 0 0 0

1 0 , 0 0 0

3 0 , 0 0 0

村長交際費 （単位：円）

件　　　　　　名　　　　　　　　　金　　額

合　　　　　計



世帯と人口
世　帯　 1 , 1 1 0

人 　口　 3 , 4 2 1

　 男　　 1 , 6 9 8

　 女　　 1 , 7 2 3

転 入  9 　 転出   7

出 生  1 　 死亡  1 0

※世帯と人口は１月１日現在、

その他は12月中のうごきです。

12月中の人口動態

工事のお知らせ
　現在、村内で発注されている主な道路工事です。
　ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解ご協力を
お願いいたします。

県発注工事
・地方特定道路（改築）整備工事（皆谷工区その２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【皆谷地内】 

・森林管理道二本木線改良工事【坂本地内】

村発注工事
・村道１－２号（萩平）線道路改良工事【御堂地内】

・村道２－２号（入山）線舗装修繕工事【安戸地内】

・森林管理道堂平線舗装修繕工事【大内沢地内】

問合せ　産業建設課 　８２－１２２２

八重咲き皇帝ダリアが咲きました八重咲き皇帝ダリアが咲きました
　坂本地区の福島喜一郎さん宅で、きれいな八重咲き皇
帝ダリアが咲きました。
　皇帝ダリアの花は、ほとんどが一重咲きで、八重咲
き品種は珍しいそうです。
　ダリアの和名はテンジクボタンと呼ばれ、キク科ダリ
ア属に属し、高さは３メール以上になるほどです。その
中でも八重咲き品種は、咲きはじめが遅く、分岐性に富
み花数が多くなります。
　ご連絡をいただき、
写真を撮りに伺った
１２月１５日は、空気
の澄んだ晴天だったの
で、きれいなピンク色
をした皇帝ダリアの花
が青空に映え、美しい
姿を見せてくれました。

　坂本地区の福島喜一郎さん宅で、きれいな八重咲き皇
帝ダリアが咲きました。
　皇帝ダリアの花は、ほとんどが一重咲きで、八重咲き
品種は珍しいそうです。
　ダリアの和名はテンジクボタンと呼ばれ、キク科ダリ
ア属に属し、高さは３メール以上になるほどです。その
中でも八重咲き品種は、咲きはじめが遅く、分岐性に富
み花数が多くなります。
　ご連絡をいただき、
写真を撮りに伺った
１２月１５日は、空気
の澄んだ晴天だったの
で、きれいなピンク色
をした皇帝ダリアの花
が青空に映え、美しい
姿を見せてくれました。

轟益夫さん１日警察署長に就任
　１２月６日、轟益夫さん
（安戸）が年末年始特別警戒
出発式において、１日小川警
察署長に就任しました。当日
は、小川町の伝統工芸会館に
おいて出発式を行う予定でし
たが、雨天のため中止となり、
管内各市町村を訪れ、「安全
で安心して暮らせるまちづく
り」の啓発を行いました。

  しめ縄作り　１２月２３日、大内沢分校において、し
め縄作り教室を開催しました。当日は１３名の方々が集
まり、それぞれに正月
のお飾りを作ったり、
一本しぼりのお飾りを
数人で力を合わせて作
りました。藁の香りと
ぬくもりに触れ、伝統
文化に親しんだ意義あ
る時間となりました。

  小正月のモノツクリ　１月１０日、大内沢分校におい
て小正月のモノツクリ体験教室が開催され、純白の花
「削り花」が参加者のみなさんの手によって作りだされ
　　　　　　　　　　　　　　　　ました。この小正月
　　　　　　　　　　　　　　　のモノツクリは、
　　　　　　　　　　　　　　　　１年の始めとして、
　　　　　　　　　　　　　　　　農作物に対する農民
　　　　　　　　　　　　　　　　の切なる収穫願望の
　　　　　　　　　　　　　　　　込められた予祝行事
　　　　　　　　　　　　　　　　の一つです。

伝統文化を継承 ―公民館講座―伝統文化を継承 ―公民館講座―
　

奥
沢
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の
球
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を
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１
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植
え
ま

し
た
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昨
年
の
12
月
30
日
か
ら
、
毎
日
５

０
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株
以
上
を
朝
か
ら
日
が
暮
れ
る

ま
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一
人
で
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足
立
さ
ん
は
昨
年
の
暮
れ
に
こ
の

ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
き
、
す
ぐ
に
実

行
に
移
し
た
そ
う
で
す
。
球
根
を
掘

っ
て
一
輪
車
に
積
ん
で
運
び
、
植
え

る
場
所
に
鍬
で
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を
掘
り
、
球
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を

植
え
る
と
い
う
体
力
と
根
気
の
い
る

地
道
な
作
業
を
黙
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と
続
け
て
お
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た
。

　

足
立
さ
ん
は
「
村
が
花
で
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら

は
じ
め
ま
し
た
。
球
根
は
様
々
な
方

々
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
き
、
大
変
感

謝
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
の
作
業
で

す
が
、
彼
岸
花
が
咲
く
こ
と
を
思
い

描
き
な
が
ら
、
自
分
自
身
も
楽
し
ん

で
植
え
て
い
ま
す
。
」
と
話
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
秋
に
は
、
た
く
さ
ん
の
彼

岸
花
が
ふ
れ
あ
い
広
場
周
辺
を
赤
く

染
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

足
立
宗
助
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足
立
宗
助
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れ
あ
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広
場
に
彼
岸
花
１
万
球
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